






































































































































































































町奉行所に本屋仲間行司の設置を願い出た際のもので、この後本稿で確認するところによっても彼らがそのまま元禄十一年時点の二十四名とは考えられない。しかし、同じ『鑑定録』の〔七〕 、こ 年八月二十六日の、大阪町奉行の意を体した（であろう）惣年寄の尋ねに対する九月十四日本屋仲間返答書（四七一、四七二頁）に、この度 願人二十四人に関して 彼 はこの二十 人が元禄十一年重板類板禁止判決を獲得した二 人であると言う（問）
 今度弐拾四人より相願ひ候趣、当地本屋中へ申し談じ候上にて相願ひ候哉、又は弐拾四人まで申し談じ候哉の事
（答）
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庄太郎」として載る。 『鶴』 「書物屋」 、 『調方記』 「書
林
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 ） 『大坂本屋仲間記録』八（大阪府立中之島図書館、昭和五十六年）四六九〜四七一頁。以下、 『鑑定録』からの引用については、すべて同書からのものである。
（４
 ） 『鑑定録』 〔二〕の元禄の「本屋申合の覚」では全大阪本屋規模を呼ぶのには、 「本屋板持中」および「連中」という言葉を使用する。
　　
























































年、大阪、油屋与兵衛・藤屋弥兵衛・八尾甚左衛門・村上加兵衛・伊丹屋与兵衛・豊嶋又兵衛・雁金 庄 ）と『国花万葉記』 （元禄十年、大阪、油屋与兵衛・藤 弥 八尾甚左衛門・村上加兵衛・中村新蔵・雁金屋庄兵衛）である（前掲塩村氏「元禄末年以前の大坂版元と出版物一覧」 ） 。
　　
 　『難波丸』の板木は『国花万葉記』に使用され、またのちに『難波丸綱目』を生む（塩村氏前掲書「解説」六四二・六四五頁） 。 『難波丸綱目』には多治比郁夫氏・日野龍夫両先生の編輯に成る『校本難波丸綱目』 （中尾松泉堂書店、昭和五十二年）があるが、延享四年（一七四七）版の刊記に載る書肆名は田原平兵衛・石原茂兵衛・人見理兵衛・ 田平七・中村庄兵衛・渋川与市の六名の名で、もはや共通するところが見出せない。
（８
 ） 『享保以後板元別書籍目録』は、大阪の出願記録『享保以後大阪出版書籍目録』 （昭和十一年初版、 昭和三十九年復刻）と江戸の出版記録『享保以後江戸出版書目』 （昭和三十七年）に見える大阪 江戸の本屋の申請本を、本屋ごとに配列したものである。
（９
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新聞社の特派員として中国東部の都市、上海・杭州・南京・九江・漢口・長沙・洛陽・北京・大同・天津等を遍歴した。帰国後、 「 海游記」（一九二一年八月一七日〜九月一二日『大阪毎日新聞』朝刊及び『東京日日新聞』に連載） 、 「江南游記」 （一九二二年一月一日〜二月一三日『大阪毎日新聞』朝刊に連載） 、 「長江游記」 （ 『女性』一九 四年九月号） 、 「北京日記抄」 （ 『改造』一九二五年六月号）を次々と発表した。その後、 「雑信一束」を添えて、 支那游記』 （改造社
　
一九二五年一
〇月）と題する単行本を刊行した。　『支那游記』が発表されて以来、日中の文学者・研究者から、様々な批判を受けたようである。巴金は『支那游記』を批判し 「形式以外、彼（稿者注：芥川龍之介）の作品には何の中身もない ではないか。彼の全作品は空虚という一言 批判できる」 （ 「幾段不恭敬的話」 『太白』一九三五年一月
　
日本語訳は稿者）と酷評している。吉田精一は「つ























動きも目立つようになっている。その中で単援朝は、 「近代史 転換点ともいうべき五四運動以来の中国の現状 なかで、最も注目されるべき部分を共産党の代表者李人傑との会見を通して捉え メモ風 文語体による記事でさりげなく伝えるところに、芥川 「ジャアナリスト的才能」を認めなければならない」 （ 「上海 龍之介――共産党の代表者李人傑との接触――」 （ 『日本の文学』一九九〇年一二月）と主張した。青柳達雄は、 『支那游記』に散見される に対する 悪口」を 「一概に芥川の 「支那」 否定の意思と受け取るのも早計 すぎる」 （ 「芥
